
１．ウォーカブルなまちづくり

２．豊島区での経験

３．まちづくりの新たな展開
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豊島区に来てみると

２０１４年５月 日本創生会議発表
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対
策
の
４
つ
の
柱

としま鬼子母神プロジェクト

リノベーションまちづくり

地方都市との

連携プロジェクト

日本版CCRC構想の推進
高齢化への対応地方との共生

高齢化への対応
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池袋東口グリーン大通り・エリアマネジメントの展開
H28.4 国家戦略特区計画認定
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対
策
の
４
つ
の
柱

国際アート・カルチャー都市

地方都市との

連携プロジェクト

日本版CCRC構想の推進
高齢化への対応地方との共生

高齢化への対応



豊島区リノベーションまちづくり構想

Ｈａｐｐｙ Ｇｒｏｗｔｈ Ｔｏｗｎ
〜 ママとパパになりたくなるまち、なれるまち 〜
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役所の考えでサービスを供与

かつて

住民の要望に応える形でサービスを供与
近 年

今 後

お上によるお仕着せ型

お客様型

公民連携・自立型

行政サービス・施設管理のあり方
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豊島区での経験から
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豊島区での経験から
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◆池袋西口公園
R1.11 リニューアル

新庁舎

H30.6 都市計画決定
国家戦略都市再生PJ

R1
都市計画決定予定

ダイヤゲート池袋
H31.3 竣工

民間都市再生事業計画認定

◆池袋保健所仮移転 R1.10

◆東京国際大学 R5.9 開校予定

◆(仮称)造幣局地区防災公園
R2春 リニューアル

◆ハレザ池袋 R2.7 グランドオープン
民間都市再生事業計画認定、国家戦略都市再生PJ
・R1.11 芸術文化劇場、としま区民センター オープン
・R2.7 オフィス棟含むグランドオープン

◆中池袋公園 R1.9 リニューアル

東京都豊島区における取組①

３．民間投資の連動
・ 駅周辺で民間都市開発事業が旺盛に実施されている

※破線は竣工前プロジェクト

・ 南池袋公園周辺に若者向けテナントが出店する動きも

１．都市空間リノベーション

・ 利用率の低い南池袋公園を自治体が再整備(H28.4)
芝生やmovable chair、サンクンガーデン、民間カフェが立地

・ グリーン大通り：
- 定期的にマルシェ等を開催 (国家戦略特区法による占用 Ｈ28.4～)

- 電気・給排水設備や植栽・照明のデザインを考慮し、公園と一体の
賑わいのある空間として整備予定(H30～R4年度)

・ 駅、4つの公園、商業施設、区庁舎を結ぶ電気バス
(R1.11～運行予定)

２．官民のプラットフォーム

・ 「南池袋公園をよくする会」：地域住民/団体、行政、公園内の
カフェ運営事業者、植栽維持管理業者によるエリアマネジメント団体
- 南池袋公園の管理・運営（イベント開催、芝生管理等）に

カフェの売上額の一部を充当

・ 来街者の回遊性向上に着目した人流データの取得
・ 街路空間のメディアとした活用による混雑の分散手法

等、データを活用したまちの課題解決についてスマートシティ社会実験
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整備前
（H20.12）

整備後
（H30.5）

東京都豊島区における取組③
南池袋公園
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南池袋公園

東京都豊島区における取組④



副区長としてやったこと
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その後の展開
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その後の展開
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